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※１：金額総額であり、複数の団体等に交付している場合、個々の団体等への交付額等を示すものではありま
せん。なお、当該年度は当初予算額を記載しております。また、前年度決算額について、補助額の確定が未了
のものは、交付件数および交付決定額を外数として（）書きで記載しております。
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交付対象経費及び
補助金の算定方法等

前々年度
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　□　定率

年度

（間接補助の場合）
間接補助とする理由
及び再交付先への配

分基準、審査基準

 【間接補助の理由、再交付の配分基準・審査基準】

補助金名 畜産環境整備経営対策事業補助金

（公募の場合）
公募時期

その他の補助金

交付先決定方法 　　□　非公募

補助目的を達成し得る事業実施主体が限定されるため。

□　個人 認定農業者 区分

農林水産局農林部農業振興課
（ＴＥＬ092-711-4852）

担当課
（連絡先）

前年度補助事業
の主な実施概要

回

終期を延長する
理由

       補助金調書

交　付　先

（公募の場合）
応募要件

（非公募の場合）
非公募の理由

平成32

補助金の目的
及び

補助対象事業

延長回数 2

　福岡県の飼養規模拡大に係る飼養施設や飼養環境改善に係る畜舎改造等を支援す
ることにより，生産性および収益性の向上を図る。また，家畜排せつ物処理施設機械等
の整備を支援することにより，環境汚染の防止や地域資源の循環利用体制の構築を図
る。
　なお，本事業については，福岡県で実施されている補助事業の効果を増大させるた
め，本市としても合わせて助成するものである。

当該年度

近年，子牛価格や飼料価格等の高騰による生産コストの増大により，畜産農家の経営
収支は非常に厳しいものとなっている。
このような中，本市畜産農家が安定した畜産経営を営むためには，飼養規模拡大等に
よる生産性や収益性の向上への取組が必要であることから，本市としても当該補助事
業の終期を延長し，引き続きこれを支援するもの。

補助金の終期

【補助対象経費、補助金額の算定方法・考え方】
○対象経費
　飼養規模拡大に係る飼養管理施設等整備，飼養規模拡大に伴う家畜排せつ物
処理施設機械等整備，生産量の増加に係る畜舎改造，作業効率化に係る飼養管
理機械整備，自給飼料の利用に必要な機械整備，省エネ施設又は設備の整備に
要する経費，優良繁殖雌牛の導入，優良繁殖雌豚の導入
○補助金額の算定
　対象事業費の1/3以内
　　県：対象事業費の1/3以内
　　市：対象事業費の1/3以内（県補助残の1/2以内）

補助金交付
による効果

生産性および収益性の向上により畜産農家の経営改善や後継者の確保が図られる。また，家畜
排せつ物の適正処理により，環境汚染の防止や地域資源の循環利用体制の構築が図られる。

前々々年度交付状況等
【上段：交付件数】

【下段：決算】
（※１）

前年度


